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政党党派を超えた政策集団
「                                」を設立しました！
　４年の任期のスタートしました。皆様からお預かりした税金
の使い方など、引き続き厳しい目でチェックして参ります。また、
新しく政党党派を超えた政策集団「こうべ未来市会議員団」を
設立に至りました。政党の垣根を越えて、幅ひろい政策で、わ
くわくする神戸のために尽力したいと考えています。
　政策集団として、役所の政策を待つのでなく、政治家側から
条例化を含めてどんどん政策提言し、「報告すること」「建設的
提案をすること」を主眼に活動して参ります。

川内　清尚   （垂水区）

やの　 こうじ （東灘区）

木戸　貞一   （須磨区）

よこはた和幸  所属委員会等

　  総務財政委員会、大都市税財政委員会
　  阪神水道企業団議会、都市計画審議会
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物価高騰を受け、市民への支援を含む補正予算を計上！

暮らし支援臨時特別給付
住民非課税世帯に対して１世帯あたり
３万円を給付します。

　エネルギー・食料品等の物価高騰が止まりません。神戸市としても影響を大きく受ける市民
の支援を含む補正予算を計上しました。一般会計で総額 144 億 1,400 万円となります。収束の
予測が立たない物価高騰です。これで終わりでなく本当に困った世帯支援は必要と考えます。

７８億円

子育て世帯生活支援特別給付金
低所得の子育て世帯に対して、
児童１人あたり５万円の給付します。

１９億円７３００万円

介護 ・ 障がい福祉サービス施設への運営支援

介護・障がい福祉サービス施設の対して
光熱費・食材費の高騰対策

１１億円９０００万円

児童福祉施設への運営支援
児童福祉施設に対する
光熱費・食材費の高騰対策

　５億円３５００万円

こども食堂への運営支援
こども食堂に対する
光熱費・食材費支援　２３００万円

文化施設利用サポート
コロナ禍で活動制限を受けた
アーティスト支援　５４００万円

コロナワクチン接種体制について

高齢者を対象とする
春夏接種に必要な体制を確保

２６億７８００万円

その他新たな人材確保戦略の取り組み

東京圏における転職希望者に対する
プロモーション活動等の広報強化
　　　　　　　　　３０００万円

団　長　　　　 よこはた 和幸 （中央区）　　　　

幹事長　　 　 伊藤　めぐみ　 （北区）　　

政調会長　　 かじ　 幸夫      （西区）　

副政調会長　諫山　大介     （灘区）　　　

5 月 19 日総務財政委員会



まだまだ国の権限が多く、地方への権限委譲は早期にすべきです。
地方自治がもっと裁量権を持たすべく国へも声を挙げてまいります。

令和 6年度国家予算に対して
　　神戸市は、政令都市で独自で市政運営をしています。しかし、内容によっては国や県にもの

申すことや協調が必要なことがあります。そこで国に対して様々な提案や要望をしています。
知っていただきたい施策を抜粋しご報告します。

発着枠を年間3万回から6万回に拡大。
CIQ( 税関、出入国管理、検疫 )の
確立や、ターミナル整備への
財政支援について

諸外国同様に岸壁1キロ以上を一体的に使用で
きる高規格コンテナターミナル整備
の実現、老朽化した上屋、
倉庫が集積するエリア整備

国内初となる大会です。
スポーツ振興くじ助成など開催支援、
約100ヵ国からの来訪者に対する
迅速なビサ発給などの支援。　

東京圏から本社機能移転などに対する
促進、地方拠点強化税制の継続など、
東京一極集中を是正します。

神戸空港の国際化について1 2 神戸港について

3 神戸2024世界パラ陸上大会について 4 東京一極集中是正について

提案 要望

兵庫県マスコットはばタン　物価高等の影響に直面する県民生活を支援するため、
ひょうご家計応援キャンペーン「はばタンPay＋（プラス）」を実施することが発表されました。
　「はばタン Pay」は、昨年にも発行（ひょうごで食べようキャンペーン～はばタン Pay）され
ましたが、前回はいわゆるGoToEat（イート）のようなプレミアム付き食事券でした。今回の「は
ばタンPay＋（プラス）」では、食事だけにとどまらず、スーパー、コンビニ、ドラッグストア、書店、
家電量販店、飲食店、直売所など幅広く利用できる予定です。

　前回同様スマホアプリを使ったデジタル券で発行され、一般枠と子育て応援枠の2つの枠が用意されます。
　一般枠はすべての県民が対象で 5,000 円で 6,250 円分（プレミアム率 25％）利用できるデジタル券
となり、1人4口まで購入することができます。
　加えて、18 歳以下の子供がいる世帯には、5,000 円で 7,500 円分（プレミアム率 50％）利用できる
デジタル券（1世帯2口まで）も発行されます。

一般枠
対象者：すべての県民（子育て世帯を含む）
販売単位：一口6,250円分を5,000円で販売
プレミアム率：25％
申込上限：1人あたり4口　

子育て応援枠
対象者：18歳以下の子どもがいる全世帯
販売単位：一口7,500円分を5,000円で販売
プレミアム率：50％
申込上限：1世帯あたり2口　

プレミアム付デジタル券の内容

募集期間は
令和5年8月予定
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